
 

 

安心が私たちの商品です 

       税理士法人 中 央 総 合 会 計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お彼岸」のイメージが強い「春分の

日」ですが、実は古くから伝わる「自然

に感謝して春の訪れを祝福する日」だ

そうです。また、国民の祝日に関する

法律では「自然をたたえ生物をいつく

しむ日」あるいは「自然をたたえ将来

のために努力する日」と定められてい

ます。由来や背景を知ると見識が深ま

るものですね。 

【輸
出
を
し
た
場
合
の
消
費
税
は
ど
う
な
る
の
？
】 

 

消
費
税
の
課
税
対
象
に
な
る
取
引
は
、
「
国
内
に
お
い
て
事
業 

者
が
事
業
と
し
て
対
価
を
得
て
行
う
資
産
の
譲
渡
等
と
外
国
貨

物
の
輸
入
」
と
な
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、事
業
者
が
日
本
国
内
で
商 

品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る 

場
合
な
ど
に
は
、原
則
と
し
て
消
費 

税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

で
は
、国
外
と
取
引
を
す
る
場
合
は 

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、 

商
品
な
ど
を
国
外
に
販
売
す
る
輸
出
取
引
の
場
合
に
は
、そ
の
輸

出
に
か
か
る
消
費
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
内
国
消
費
税

で
あ
る
消
費
税
は
外
国
で
消
費
さ
れ
る
も
の
に
は
課
税
し
な
い
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。 

海
外
で
お
土
産
な
ど
を
買
う
場
合
に
、そ
の
国
以
外
で
消
費
さ

れ
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
満
た
せ
ば
消
費
税
が
免
除
さ
れ

る
の
と
同
様
の
考
え
方
で
す
。
例
え
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
国

内
に
お
い
て
自
動
車
を
販
売
す
る
場
合
に
は
消
費
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
が
、
輸
出
を
す
る
場
合
は
免
税
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
輸
出
取
引
は
消
費
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
使
用
す
る

部
品
の
仕
入
れ
な
ど
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
輸
出
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
含
ま

れ
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
額
は
、申
告
の
際
に
仕
入
税

額
を
控
除
し
、控
除
で
き
な
い
場
合
は
還
付
さ
れ
ま
す
。 

北
海
道
で
も
輸
出
企
業
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
輸
出
免
税

の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、輸
出
許
可
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。 

【今月の教えてキーワード：インバウンド消費】 

 

海
外
か
ら
来
日

し
た
外
国
人
旅
行

者
に
よ
る
消
費
の

こ
と
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
、
旅
行
業
界

で
は
「
訪
日
外
国

人
旅
行
」
を
意
味

す
る
。
２
０
１
４
年

１
０
月
現
在
で
の

訪
日
外
国
人
数
は

前
年
実
績
を
上
回

り
、
さ
ら
に
外
国

人
観
光
客
向
け
の

免
税
品
目
が
拡
大

さ
れ
、
百
貨
店
は

じ
め
国
内
小
売
業

や
旅
行
業
で
の
対

応
が
進
ん
だ
。
観

光
庁
は
２
０
２
０

年
の
外
国
人
観
光

客
数
２
千
万
人
の

目
標
を
掲
げ
て
誘

致

を

進

め

て
お

り
、
円
安
基
調
も

重
な
っ
て
家
電
や

食
品
、
日
用
品
ま

で
旺
盛
な
消
費
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。 
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    「次の●●に当てはまる言葉を考えて下さい」 

  以下はあるセミナーの参加者の体験を記載した文章の引用です。 

その人を●●したいという気持ちで会話をするとコミュニケーション 

が深まる。 

セミナーでは参加者が講師の様々な質問に答える場面があり、 

その問いかけのひとつが「隣の席の人を応援するとしたら、あなたは 

何をしますか？」でした。隣に座っている人は初対面です。 

しかし相手に関する情報がほとんどない状況でも、「この人を応援したい」 

という気持ちを持つか持たないかで会話の内容が全く違ってきたという 

のです。応援とは手助けです。実際に手を貸すことから「心の支え」 

まで、とにかく何らかの形で手助けしたいと思ったら、その人のニーズ 

を知りたくなりますね。何をどうしたいのか、自分に何を求めているの 

か。そうした相手の欲求を探っていくための「質問力」を鍛えることが 

セミナーのテーマだったのでしょうが、参加者は「応援力」の重要性も 

学びました。 と言うのも、自分が質問される立場になったとき、 

いろいろな角度からアプローチされたことで「あなたに興味を持って 

います。応援しています」という強烈なメッセージを受け取り、質問者 

との心の距離が縮まったように感じた人が多かったからです。もちろん 

冒頭の「●●」には「応援」が入ります。「理解」も一理ありますが、 

「応援」は「理解」の上を行く一種の「貢献」です。 

自分の知識やキャリア、もっと言えば培ってきた人間性も含めて 

自分自身を相手のためにどう役立てるか、どんな形で相手に貢献できるか、 

その気持ちがベースにあれば自然と信頼関係ができあがるものです。 

そして面白いことに、応援力のある人の周りにはその人自身を応援して 

くれる人がどんどん集まってきます。そこには、人を応援することで 

自分の夢も叶っていくというプラスのサイクルができあがるのです。 

  相手を応援したいという気持ちから win-win（どちらにとっても良い） 

の関係を築いていけたら良いですね。 

 

           税理士法人 中央総合会計 

               代表税理士 井内 敏樹 

 

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
寓
話

作
家
と
伝
え
ら
れ
る
イ
ソ

ッ
プ
の
言
葉
。
心
の
こ
も
っ

た
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
に
は
誰
も
が
喜
ぶ

パ
ワ
ー
が
あ
る
。
で
き
る

だ
け
感
謝
の
意
を
言
葉
に

表
そ
う
。 

「おはぎとぼたもち」  
 
古くは冬越しして皮が硬くなっ

た豆をこしあんにしてまぶしたも
のが「ぼたもち」、秋に収穫したて
の豆を皮ごとあんにしてまぶした
ものを「おはぎ」とよんでいたそう
です。季節の花を見立てて表して
いるとも言われています。呼び方
の違いは季節感があって粋な感じ
がしますね。 

【世界無形文化遺産登録で国内外から注目される「和食」】 

ホテルなどで開かれる「和食マナー教室」が静かなブームです。世界が文化遺産と認

めた「和食」を日本の文化として再認識し海外の人々にも伝えようと、女性同士や家族の

グループ、接待を控えたビジネスマンが足を運んでいます。教室ではホテルのホスピタリ

ティーの一貫として、通常の料理をいただきながらルールや作法の持つ意味、歴史的背

景などを食卓作法の資格を持つ講師が丁寧に説明してくれます。「礼儀作法を含めて文

化遺産」と理解する大人が増えています。 


